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事 前 評 価 個 表

事業名 森林環境保全整備事業（国有林） 事業計画期間 令和２年度～令和６年度（５年間）

（さんぱちかみきた） 東北森林管理局
事業実施地区名 三八上北森林計画区 事業実施主体 三八上北森林管理署
（都道府県名） （青森県）

事業の概要・目的 本事業は、青森県の南東部に位置する十和田市をはじめとする２市６町２村に
所在する約７万９千haの国有林野を対象としている。

本計画区の国有林野は、奥羽山脈の東側の山岳地帯と下北半島、十和田、八戸
地方に発達している東部丘陵地帯に大別される。地形は山岳地帯と太平洋に面し
た北部は急峻であるが、他は一般的に緩やかな丘陵となっている。

本計画区は優れた自然環境を有する地域が多く、南部は十和田湖や奥入瀬渓流
などに代表される「十和田八幡平国立公園」に指定されており、温泉、渓流、優
れた森林景観など豊富な観光資源に恵まれていることから、登山、散策等の森林
を利用したレクリエーションや保健休養の場として広く利用されている。

森林の現況は、山岳地帯がヒバやブナを主とする天然林が占め、丘陵地帯はス
ギを主とする人工林からなっている。

森林の面積は人工林が約２万９千ha、天然林が約４万４千haで、人工林の主な
樹種別面積はスギが約２万ha、アカマツが約３千ha、カラマツが約３千haで、ス
ギが人工林全体の約69％を占めている。

林業・木材産業は、古くはブナを始めとする広葉樹材の生産･加工を営む企業
が多かったが、近年は、その伐採量の減少等も影響し、専門の工場は数社残る程
度である。その一方、近年、本計画区内において大型木材加工施設やバイオマス
発電所等が相次いで設立されており、単板積層材（ＬＶＬ）の原料や木質バイオ
マス発電用燃料等として木材需要が増加していることから、国有林からの木材の
安定供給への期待が高まっている。

人工林の齢級構成では、10齢級をピークとして、一般的な間伐適期である７齢
級から８齢級の林分が約２割、主伐期である10齢級以上の林分が約６割となって
おり、主伐、間伐を見据えた路網整備や主伐後の確実な更新とその後の保育が必
要となっている。

また、本計画区の国有林の約81％が水源かん養や土砂流出防備等の保安林に指
かん

定されており、水源地も国有林内に多く所在する等、地域の水源地帯として水源涵
養機能の高度発揮が強く求められているほか、民家等に隣接する国有林について
は、山地災害防止機能についても発揮が強く求められている。

このため、本事業は、水源涵養、土砂流出防止等の森林の有する公益的機能の
持続的な発揮と併せ、木材の安定供給、地球温暖化の防止及び地域の活性化にも
寄与するため、植栽や間伐等の森林整備を積極的に実施するとともに、作業地ま
での通勤時間の短縮や大型車両による木材運搬等、効率的な森林整備に必要な路
網整備を実施する。

なお、事業実施に当たっては、完了後の評価結果を踏まえ、伐採造林の一貫作
業システムやコンテナ苗を活用した更新作業、下刈回数の低減、列状間伐の実施
や高性能林業機械を使用した保育作業等により、低コストで効率的な作業を推進
することとする。

主な事業内容 森林整備 更新面積 1,124 ha
保育面積 11,293 ha

路網整備 開設延長 8.9 km
改良延長 0.1 km

総事業費 7,000,316千円（税抜き 6,363,924千円）

費用便益分析 総 便 益（Ｂ） 27,906,687千円

総 費 用（Ｃ） 8,076,134千円

分析結果（Ｂ／Ｃ） 3.46



森林整備を行うことにより公益的機能の発揮と木材生産等を通じた地域振興へ
の寄与が期待されることから、事業実施の必要性が認められる。

森林管理局事業評価
技術検討会の意見

評価結果 ・必要性： 地球温暖化防止対策や国土保全、水源涵養等の公益的機能の発揮や
かん

事業の実施を通じて生産されるスギ、カラマツ等の木材を安定供給す
ることにより地域の林業・木材産業に寄与することから、本事業の必
要性が認められる。

・効率性： 森林整備では、一貫作業システム、下刈回数の低減、高性能林業機
械等による低コストで効率的な作業システムの定着を図ることとして
おり、路網整備では、開設・改良により森林整備箇所へのアクセスを
向上させ、効率的な森林整備を行うこととしており、費用便益分析の
結果からも事業の効率性が認められる。

・有効性： 森林の現況や路網の整備状況を踏まえた事業内容であり、計画的な
保育等の適切な森林整備や、これと連携した路網整備により、森林の
有する公益的機能を十分発揮させるものとなっているほか、完了後の
評価結果を踏まえた事業内容となっており、事業の有効性が認められ
る。

新規地区採択に当たっての審査項目（チェックリスト）、費用便益分析及び各
観点からの評価を踏まえて総合的かつ客観的に検討したところ、森林の重視すべ
き機能の区分に応じた適切な森林整備が計画されているものと認められる。



様式１

事 業 名　： 都道府県名： 青森県
施行箇所 ： （単位：千円）

中　区　分 評価額

洪水防止便益 5,521,522

流域貯水便益 2,048,821

水質浄化便益 7,263,524

土砂流出防止便益 6,624,467

炭素固定便益 3,134,891

木材生産経費縮減便益 4,007

木材利用増進便益 13,065

木材生産確保・増進便益 1,994,879

森林整備促進便益 1,301,511

総　便　益    （Ｂ） 27,906,687

8,076,134

27,906,687

8,076,134

森林整備経費縮減等便益

便　益　集　計　表
（森林整備事業）

森林環境保全整備事業（国有林）

大　区　分 備　　　　考

水源涵養
かん

便益

山地保全便益

環境保全便益

木材生産等便益

三八上北森林計画区

総　費　用    （Ｃ）

費用便益比 Ｂ÷Ｃ＝ ＝ 3.46
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